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究組織として発足した。平成 21 年度には障害者権利条約について、平成 22 年度には当事者の声を聴くこと、23
年度は地域生活の在り方、24 年度は自立支援協議会のあり方について議論を行ってきた。












テーターの資格を持つことで、2016 年 4 月の法施行以降は、障害平等研修を浜松市在住の障害当事者がファシリ
テーターとなり実施できる可能性も生まれる。それは、浜松市において障害当事者がエンパワメントすることにも繋




　DET について：2 回実施した。1 回目が、2015 年 10 月 31 日（土）の 13 時から17 時 30 分、2 回目が、2016















方法の 1）、2）については、第 1 回目の研修の参加者 23 名とした。方法の 3）については、浜松インクル―ジョ
ン研究会会員であり、静岡県在住の障害当事者 2 名とした。
方法：



















































































　第 2 回研修は、静岡県内に在住する、ファシリテーター養成研修を受けた障害当事者である研究会会員 2
名が実施した。
4 考察
　研修により、障害の捉え方に大きな変容が生じていることが明らかとなった。当初は、参加者の多くが、障
害を持つ個人にとって、生きにくさや受入れ難しさ、自立を困難にする否定的経験として捉えていたが、研修
終了後は、障害は多数派の無理解によって生じるものであり、可変的であり、障害をなくすために一人ひとりが
考えていくことが大事であると認識が変化していたことがわかった。またアンケ トー結果から、参加者にとって
DET研修が、気づきを得る機会となり、障害の捉え方が変容し、自らが動くことの大切さの認識できる機会となっ
ていたと語られていた。近年の障害を持つ人の人権に関わる法制度も、地域に住む個人のこうした意識変容によっ
て実効化される。DET 研修が地域の障害当事者によりファシリテ トーされ、今後、多くの場、人に届けられる
ことが必要だと考える。
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